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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタとこのコネクタを遊動可能に支持する支持部材とを備えた電気部品を相手側部
材に組み付けることにより、前記コネクタを前記相手側部材における所定の装着箇所に取
り付けるためのコネクタの取付構造であって、
　前記支持部材は、前記コネクタが前記所定の装着箇所に取り付けられる直前までは、前
記コネクタの遊動を規制しているものの、前記コネクタが前記所定の装着箇所に取り付け
られる取付途上においては、前記コネクタの遊動を許容し、
　前記コネクタの前記所定の装着箇所への取付方向をＺ方向と定義したときに、前記支持
部材は、前記コネクタに設けられた挿通溝に対して前記Ｚ方向に挿通可能な取付片を有し
、前記コネクタの遊動を規制する規制位置と前記コネクタの遊動を許容する許容位置との
間で前記コネクタを移動可能に支持し、
　前記コネクタは、前記取付片の板厚方向に変位可能な係止片を備え、前記取付片は、前
記規制位置で前記係止片と係止することにより前記コネクタの前記Ｚ方向後側への抜止を
行う第１抜止孔と、前記許容位置で前記係止片と係止することにより前記コネクタの遊動
を許容しつつ前記Ｚ方向後側への抜止を行う第２抜止孔とを備えることを特徴とするコネ
クタの取付構造。
【請求項２】
　前記取付片の板面方向において前記Ｚ方向と交差する方向をＸ方向と定義したときに、
前記挿通溝を構成する周壁は、前記規制位置において前記取付片の前記Ｘ方向両側に当接
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可能なＸ方向規制壁を備えている請求項１に記載のコネクタの取付構造。
【請求項３】
　前記取付片の板厚方向をＹ方向と定義したときに、前記挿通溝を構成する周壁は、前記
規制位置において前記取付片の前記Ｙ方向両側に当接可能なＹ方向規制壁を備えている請
求項１または請求項２に記載のコネクタの取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタを相手側部材における所定の装着箇所に取り付けるためのコネクタ
の取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、自動車のオートマチックトランスミッション等に用いられる電気部品として、
コネクタとこのコネクタを遊動可能に支持する支持部材とを備えており、電気部品を相手
側部材に組み付けることにより、コネクタが相手側部材における所定の装着箇所に取り付
けられる構成のものがある（例えば下記特許文献１）。このような電気部品の取付作業に
おいては、コネクタの軸心位置が所定の装着箇所に対して位置ずれしないように慎重に作
業を行う必要がある。この点、上記電気部品によると、コネクタが支持部材に対して遊動
可能に支持されているから、位置ずれを吸収してコネクタの軸芯を一定の位置に保持しつ
つ取付作業を行うことができる。
【特許文献１】特開２００６－４８４０公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記電気部品によると、コネクタが常に支持部材に対して遊動可能に支
持されているため、コネクタを所定の装着箇所に取り付ける取付作業にかかる前にコネク
タを所定の装着箇所に対して芯合わせすることが困難になる。かといって、コネクタを支
持部材に対して遊動不能に固定してしまうと、コネクタの取付途上においてコネクタの位
置ずれが許容されないため、コネクタに無理な力が加わる等のおそれがある。
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、電気部品を相手側部材
に組み付けることによってコネクタを所定の装着箇所に取り付ける取付作業を容易にする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、コネクタとこのコネクタを遊動可能に支持する支持部材とを備えた電気部品
を相手側部材に組み付けることにより、コネクタを相手側部材における所定の装着箇所に
取り付けるためのコネクタの取付構造であって、支持部材は、コネクタが所定の装着箇所
に取り付けられる直前までは、コネクタの遊動を規制しているものの、コネクタが所定の
装着箇所に取り付けられる取付途上においては、コネクタの遊動を許容し、コネクタの所
定の装着箇所への取付方向をＺ方向と定義したときに、支持部材は、コネクタに設けられ
た挿通溝に対してＺ方向に挿通可能な取付片を有し、コネクタの遊動を規制する規制位置
とコネクタの遊動を許容する許容位置との間でコネクタを移動可能に支持し、コネクタは
、取付片の板厚方向に変位可能な係止片を備え、取付片は、規制位置で係止片と係止する
ことによりコネクタのＺ方向後側への抜止を行う第１抜止孔と、許容位置で係止片と係止
することによりコネクタの遊動を許容しつつＺ方向後側への抜止を行う第２抜止孔とを備
える構成としたところに特徴を有する。
【０００５】
　このような構成によると、電気部品のコネクタを相手側部材における所定の装着箇所に
取り付ける直前までは、コネクタの遊動が規制されているから、所定の装着箇所に対する
コネクタの芯合わせがしやすくなる。また、コネクタを所定の装着箇所に取り付ける取付
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途上においては、コネクタの遊動が許容されているから、コネクタの軸芯位置が所定の装
着箇所に対して位置ずれするおそれがない。したがって、コネクタを所定の装着箇所に取
り付ける取付作業が容易になる。
　また、コネクタの取付方向と取付片の挿通方向が一致しているため、取付片を挿通溝へ
挿通する作業に続けて、コネクタを所定の装着箇所に取り付ける作業を行うことができる
。
　また、コネクタが規制位置にあるときには、係止片が第１抜止孔に係止することにより
コネクタのＺ方向後側への抜止が可能である。一方、コネクタが許容位置にあるときには
、係止片が第２抜止孔に係止することによりコネクタの遊動を許容しつつＺ方向後側への
抜止が可能である。
【０００６】
　本発明の実施の態様として、以下の構成が好ましい。
【０００７】
　取付片の板面方向においてＺ方向と交差する方向をＸ方向と定義したときに、挿通溝を
構成する周壁は、規制位置において取付片のＸ方向両側に当接可能なＸ方向規制壁を備え
ている構成としてもよい。
　このような構成によると、コネクタが規制位置にあるときには、取付片のＸ方向両側が
Ｘ方向規制壁に当接することにより、コネクタのＸ方向への移動が規制される。
【０００８】
　取付片の板厚方向をＹ方向と定義したときに、挿通溝を構成する周壁は、規制位置にお
いて取付片のＹ方向両側に当接可能なＹ方向規制壁を備えている構成としてもよい。
　このような構成によると、コネクタが規制位置にあるときには、取付片のＹ方向両側が
Ｙ方向規制壁に当接することにより、コネクタのＹ方向への移動が規制される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、電気部品を相手側部材に組み付けることによってコネクタを所定の装
着箇所に取り付ける取付作業を容易にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　＜実施形態＞
　本発明の実施形態を図１ないし図１１の図面を参照しながら説明する。本実施形態では
、自動車のオートマチックトランスミッションのケース（図示せず）内に配される電気部
品１が、ケース（本発明の「相手側部材」の一例）Ｒを介して外部回路に対して電気的に
接続されるものを示す。尚、以下の説明において、幅方向とは図１の矢線Ｘ方向を基準と
し、前後方向とは図２の矢線Ｙ方向を基準として図示左側を前側とし、上下方向とは図１
や図２の矢線Ｚ方向を基準とする。
【００１２】
　ケースＲは合成樹脂製のプレートＲ１を有しており、このプレートＲ１には、外部回路
と接続される外部回路用接続部（図示せず）と、電気部品１と接続される電気部品用接続
部（図示せず）とが設けられている。この電気部品用接続部は、図１に示すように、プレ
ートＲ１の一面（下面）に開口する取付孔（本発明の「所定の装着箇所」の一例）Ｒ２の
内部に設けられている。また、取付孔Ｒ２の開口縁には、外方（図示Ｚ方向下方）に向け
て間口が次第に大きくなる傾斜面を有する案内面Ｒ３が周設されている。尚、取付孔Ｒ２
には、次述するコネクタ１０が挿入可能である。
【００１３】
　電気部品１は、コネクタ１０と、コネクタ１０の下端部に取り付けられたブラケット（
本発明の「支持部材」の一例）３０とを備えている。ブラケット３０は、コネクタ１０の
遊動を規制する規制位置とコネクタ１０の遊動を許容する許容位置との間でコネクタ１０
を上下方向（取付孔Ｒ２への挿入方向）に移動可能に支持している。
【００１４】
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　ブラケット３０は、金属板を打ち抜き、折り曲げ加工することによって形成されている
。ブラケット３０は、前後方向に延びる基底部３１と、基底部３１の幅方向両側縁から上
方に立ち上がる一対の規制片３２と、基底部３１の前縁から上方に立ち上がる取付片３３
とを備えている。取付片３３は、その上端部を幅広に形成した第１幅広部３３Ａと、その
第１幅広部３３Ａよりも下側（基底部３１側）に形成された第２幅広部３３Ｂとを備えて
いる。第２幅広部３３Ｂは、第１幅広部３３Ａよりもやや幅広に設定されており、かつ、
上下方向の寸法が第１幅広部３３Ａよりも長めに設定されている。また、取付片３３にお
いて第１幅広部３３Ａの下端と第２幅広部３３Ｂの上端との間は、第１幅広部３３Ａより
も幅狭に形成された第１幅狭部３３Ｃとされ、取付片３３において第２幅広部３３Ｂの下
端と連なる部分は、第２幅広部３３Ｂよりも幅狭に形成された第２幅狭部３３Ｄとされて
いる。
【００１５】
　また、取付片３３において第１幅広部３３Ａから第１幅狭部３３Ｃにかけての範囲には
、略方形をなす第１抜止孔（本発明の「第１抜止部」の一例）３３Ｅが取付板３３の板厚
方向に貫通して形成されている。取付片３３において第２幅広部３３Ｂの上端より下方に
は、略方形をなす第２抜止孔（本発明の「第２抜止部」の一例）３３Ｆが取付板３３の板
厚方向に貫通して形成されている。第２抜止孔３３Ｆは、その上端側が幅狭に形成されて
おり、その幅狭部分の幅寸法は、第１抜止孔３３Ｅの幅寸法よりも幅広に設定されている
。また、第２抜止孔３３Ｆの上下寸法は、第１抜止孔３３Ｅの上下寸法よりも長めに設定
されている。
【００１６】
　コネクタ１０は上方に開口した円筒状をなす本体部１１を有し、本体部１１内部におけ
る奥端（下端）には、雄タブ（図示せず）が上方に突出して設けられている。本体部１１
の外周面における上端部には、カム溝１２がらせん状に形成されている。一方、電気部品
用接続部は回動部材（図示せず）を有し、この回動部材（図示せず）に設けられたカムピ
ン（図示せず）がカム溝１２内部に進入可能となっている。このため、コネクタ１０を取
付孔Ｒ２内部に挿入させカムピンをカム溝１２内部に進入させた後、回動部材を回動させ
ることによりコネクタ１０が取付孔Ｒ２の奥方（上方）へ引き込まれる。そして、コネク
タ１０が取付孔Ｒ２内部の正規位置まで挿入されると、コネクタ１０が電気部品用接続部
と正規嵌合する。
【００１７】
　本体部１１の外周面においてカム溝１２の下方には、ゴム栓取付溝１３が周設されてい
る。このゴム栓取付溝１３には、ゴムリング４０が装着されており、本体部１１が取付孔
Ｒ２内部に挿入されると、ゴムリング４０が取付孔Ｒ２の内周面とゴム栓取付溝１３を構
成する周面との間で全周方向に亘って密着した状態となる。このため、取付孔Ｒ２の外部
から内部に水が浸入することが規制される。
【００１８】
　本体部１１の下面１１Ａにおける前端位置には、ブラケット３０の取付片３３と接続さ
れるブラケット接続部１４が垂下形成されている。ブラケット接続部１４は、取付片３３
の第１幅広部３３Ａが挿通される第１挿通溝１５と、取付片３３の第２幅広部３３Ｂが挿
通される第２挿通溝１６とを備え、第１挿通溝１５が第２挿通溝１６の上方に配置されて
いる。また、ブラケット接続部１４は両挿通溝１５，１６の前後両側にそれぞれ配置され
た一対の保護壁１７を備えており、これにより両挿通溝１５，１６が外部の衝撃によって
損傷することが規制されている。
【００１９】
　第１挿通溝１５は、第１幅広部３３Ａの両側縁部を前後方向及び幅方向の双方から挟み
付け可能に形成されている。すなわち、第１挿通溝１５は、断面略門形をなす一対の溝部
を有し、この溝部を構成する奥面（本発明の「Ｘ方向規制壁」の一例）１５Ａ同士が対向
状態をなし両溝部が幅方向に所定間隔を空けて設置されている。奥面１５Ａ同士の間隔は
、第１幅広部３３Ａの幅寸法とほぼ同じか、あるいは第１幅広部３３Ａの幅寸法よりもや
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や大きめとなるように設定され、第１幅狭部３３Ｃの幅寸法よりも幅広に設定されている
。また、溝部を構成する前面（本発明の「Ｙ方向規制壁」の一例）１５Ｂは、同後面（本
発明の「Ｙ方向規制壁」の一例）１５Ｃと対向配置され、前後両面１５Ｂ，１５Ｃの間隔
は、第１幅広部３３Ａの板厚とほぼ同じか、あるいは第１幅広部３３Ａの板厚よりもやや
大きめとなるように設定されている。
【００２０】
　第２挿通溝１６は、第２幅広部３３Ｂの両側縁部を前後方向及び幅方向の双方から挟み
付け可能に形成されている。すなわち、第２挿通溝１６は、断面略門形をなす一対の溝部
を有し、この溝部を構成する奥面（本発明の「Ｘ方向規制壁」の一例）１６Ａ同士が対向
状態をなし両溝部が幅方向に所定間隔を空けて設置されている。奥面１６Ａ同士の間隔は
、図９に示すように、第２幅広部３３Ｂの幅寸法とほぼ同じか、あるいは第２幅広部３３
Ｂの幅寸法よりもやや大きめとなるように設定され、図１０に示すように、第２幅狭部３
３Ｄの幅寸法よりも幅広に設定されている。また、溝部を構成する前面（本発明の「Ｙ方
向規制壁」の一例）１６Ｂは、同後面（本発明の「Ｙ方向規制壁」の一例）１６Ｃと対向
配置され、前後両面１６Ｂ，１６Ｃの間隔は、第２幅広部３３Ｂの板厚とほぼ同じか、あ
るいは第２幅広部３３Ｂの板厚よりもやや大きめとなるように設定されている。
【００２１】
　ブラケット接続部１４において第１挿通溝１５の上端と本体部１１の下面１１Ａとの間
には、第１幅広部３３Ａを収容可能とする第１収容空間１８Ａが形成されている。第１収
容空間１８Ａは、その幅寸法が第１幅広部３３Ａの幅寸法よりも幅広に設定され、その上
下寸法が第１幅広部３３Ａの上下寸法よりも大きめに設定されている。また、第１収容空
間１８Ａ内部に収容された第１幅広部３３Ａは、両保護壁１７間で前後方向に自由に移動
可能である。
【００２２】
　尚、第１収容空間１８Ａは、保護壁１７を略Ｔ字形に切り欠くことにより形成された切
り欠き部１７Ａにおいて幅方向に延びる開口部から前方に臨んでいる。この切り欠き部１
７Ａにおいて上下方向に延びる開口部の下端には、保護壁１７の板厚方向（取付片３３の
板厚方向）に撓み可能な係止片（本発明の「係止部」の一例）１９が上方に突出して設け
られている。
【００２３】
　ブラケット接続部１４において第１挿通溝１５の下端と第２挿通溝１６の上端との間に
は、第２幅広部３３Ｂを収容可能とする第２収容空間１８Ｂが形成されている。第２収容
空間１８Ｂは、その幅寸法が第２幅広部３３Ｂの幅寸法よりも幅広に設定され、その上下
寸法が第２幅広部３３Ｂの上下寸法よりもやや大きめとなるように設定されている。また
、第２収容空間１８Ｂ内部に収容された第２幅広部３３Ｂは、両保護壁１７間で前後方向
に自由に移動可能である。
【００２４】
　さて、上述したようにコネクタ１０は、ブラケット３０に対して規制位置と許容位置と
の間で上下方向に移動可能となっており、取付孔Ｒ２に取り付けられる直前までは、規制
位置に位置して遊動が規制されているものの、取付孔Ｒ２に取り付けられる取付途上にお
いては、許容位置に位置して遊動が許容されるように構成されている。
【００２５】
　コネクタ１０が規制位置にあるときには、図１に示すように、第１幅広部３３Ａの上端
部が第１挿通溝１５の下端部に進入し、第２幅広部３３Ｂの上端部が第２挿通溝１６の下
端部に進入し、係止片１９が第１係止孔３３Ｅ内に嵌り込んだ状態となっている。このた
め、コネクタ１０は、幅方向及び前後方向の双方に移動することが規制されている。さら
に、コネクタ１０は、図２に示すように、係止片１９の上端係止面１９Ａが第１係止孔３
３Ｅの内周面における上面と係止することで、ブラケット３０から上方に抜けることが規
制されている。
【００２６】
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　コネクタ１０が規制位置から許容位置へ向かう途上では、図３に示すように、第１幅広
部３３Ａが第１挿通溝１５内によって挿通され、第２幅広部３３Ｂが第２挿通溝１６によ
って挿通されている。このため、コネクタ１０は、幅方向及び前後方向の双方に移動する
ことが規制されている。このとき係止片１９は、図４に示すように撓み変形しつつ、上端
係止面１９Ａが取付片３３において第１抜止孔３３Ｅと第２抜止孔３３Ｆとの間に乗り上
げた状態となっている。そして、コネクタ１０が許容位置に至ると、図６に示すように、
係止片１９が復帰して上端係止面１９Ａが第２係止孔３３Ｆに嵌り込んだ状態となる。
【００２７】
　コネクタ１０が許容位置にあるときには、図５に示すように、第１幅広部３３Ａが第１
収容空間１８Ａ内に収容され、第１幅狭部３３Ｃが第１挿通溝１５の両溝部間に配置され
、第２幅広部３３Ｂが第２収容空間１８Ｂ内に収容され、第２幅狭部３３Ｄが第２挿通溝
１６の両溝部間に配置されている。このため、コネクタ１０は、図７、図８、又は図１１
に示すように、幅方向及び前後方向の双方に移動することが許容される。
【００２８】
　さらに、上下方向については、図６に示すように、ブラケット３０の規制片３２の上面
３２Ａが、本体部１１の下面１１Ａにおいて前後方向に形成された凹部２０の上面２０Ａ
に当接することでコネクタ１０が最下点に位置し、この最下点にあるときに係止片１９の
上端係止面１９Ａと第２抜止孔３３Ｆの内周面における上面との間に隙間が形成されてい
るから、この隙間の分だけコネクタ１０が上方へ移動することが許容される。尚、凹部２
０の上面２０Ａにおける外側縁には、規制片３２の上面３２Ａが凹部２０から外れること
を規制する外れ止め規制部２１が垂下形成されている。
【００２９】
　以上のように、規制位置及びこの規制位置から許容位置に向かう途上におけるコネクタ
１０は、図１ないし図４に示すように、幅方向、前後方向、及び上下方向のいずれの方向
にも移動することが規制されている。一方、許容位置におけるコネクタ１０は、図５及び
図６に示すように、遊動可能な状態でブラケット３０に取り付けられているから、図７に
示すように、幅方向及び上下方向に移動することが許容されると共に、図８に示すように
、前後方向及び上下方向に移動することが許容される。さらに、図７に示すように、コネ
クタ１０がブラケット３０に対して傾いた姿勢をとったとしても、外れ止め規制部２１に
より規制片３２の上面３２Ａが凹部２０から外れてしまうことが規制される。
【００３０】
　本実施形態は以上のような構造であって、続いてその作用を説明する。まず、コネクタ
１０が規制位置にある状態で電気部品１をケースＲに向けて近づけていく。規制位置にあ
るコネクタ１０は、第１幅広部３３Ａの上端部が第１挿通溝１５によって挿通されると共
に、第２幅広部３３Ｂの上端部が第２挿通溝１６によって挿通されるから、幅方向、前後
方向、及び上下方向に移動することが規制される。したがって、コネクタ１０を取付孔Ｒ
２に対して芯合わせする作業が容易になる。
【００３１】
　図１はコネクタ１０が取付孔Ｒ２に取り付けられる直前の状態を示したものであって、
ブラケット３０の押し込みに伴ってコネクタ１０が相対的にブラケット３０側に接近する
。規制位置から許容位置に向かう途上におけるコネクタ１０は、図３及び図４に示すよう
に、第１幅広部３３Ａの全体が第１挿通溝１５によって挿通されると共に、第２幅広部３
３Ｂが第２挿通溝１６の全体によって挿通されるから、幅方向、前後方向、及び上下方向
に移動することが規制される。
【００３２】
　そして、コネクタ１０が許容位置に至ると、図５及び図６に示すように、第１幅広部３
３Ａが第１収容空間１８Ａに収容され、第１幅狭部３３Ｃが第１挿通溝１５の両溝部間に
位置し、第２幅広部３３Ｂが第２収容空間１８Ｂに収容され、第２幅狭部３３Ｄが第２挿
通溝１６の両溝部間に位置する。このため、コネクタ１０は、幅方向、前後方向、及び上
下方向における遊動が許容される。したがって、許容位置にあるコネクタ１０は、図７、
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図８、及び図１１に示すように、幅方向、前後方向、及び上下方向に移動することが許容
される。
【００３３】
　引き続き、電気部品１のケースＲへの組み付けを行い、コネクタ１０を取付片３３に対
して相対的に接近させる作業に続けて、コネクタ１０を取付孔Ｒ２に挿入することができ
る。このとき、電気部品１の組み付け方向が正規の組み付け方向に対して傾いた姿勢とな
ることがあるものの、コネクタ１０がブラケット３０に対して遊動可能に支持されている
から、コネクタ１０が取付孔Ｒ２の内周面に押し当てられる等のおそれがなく、円滑な挿
入が可能になる。すなわち、電気部品１をケースＲへ組み付ける作業における組み付け誤
差を吸収することができるから、コネクタ１０の取付孔Ｒ２に対する円滑な挿入動作を確
保することができる。
【００３４】
　以上のように本実施形態では、電気部品１のコネクタ１０をケースＲにおける取付孔Ｒ
２に取り付ける直前までは、コネクタ１０の遊動が規制されているから、取付孔Ｒ２に対
するコネクタ１０の芯合わせがしやすくなる。また、コネクタ１０を取付孔Ｒ２に取り付
ける取付途上においては、コネクタ１０の遊動が許容されているから、コネクタ１０の軸
芯位置が取付孔Ｒ２の軸心に対して位置ずれするおそれがない。したがって、コネクタ１
０を取付孔Ｒ２に取り付ける取付作業が容易になる。
【００３５】
　また、コネクタ１０の取付孔Ｒ２への取付方向とコネクタ１０の取付片３３への挿通方
向が一致しているため、取付片３３を両挿通溝１５，１６へ挿通する作業に続けて、コネ
クタ１０を取付孔Ｒ２に取り付ける作業を行うことができる。
【００３６】
　また、コネクタ１０が規制位置にあるときには、取付片３３の幅方向両側が両挿通溝１
５，１６の奥面１５Ａ，１６Ａに当接することにより、コネクタ１０の幅方向への移動が
規制され、取付片３３の前後方向両側が両挿通溝１５，１６の前後両面１５Ｂ，１５Ｃ，
１６Ｂ，１６Ｃに当接することにより、コネクタ１０の前後方向への移動が規制される。
【００３７】
　さらに、コネクタ１０が規制位置にあるときには、係止片１９の上端係止面１９Ａが第
１抜止孔３３Ｅの内周面における上面に係止することによりコネクタ１０の上方への抜止
が可能である。一方、コネクタ１０が許容位置にあるときには、係止片１９が第２抜止孔
３３Ｆの内周面における上面に係止することによりコネクタ１０の遊動を許容しつつ上方
への抜止が可能である。
【００３８】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）本実施形態では図１に示すようにコネクタ１０が取付孔Ｒ２に対して所定の距離
だけ離れた位置まで規制位置に位置するようにしているものの、本発明によると、コネク
タ１０が取付孔Ｒ２に挿入される直前の位置（図５のコネクタ１０の位置）まで規制位置
に位置するようにしてもよい。
【００３９】
　（２）本実施形態ではコネクタ１０が両挿通溝１５，１６に対して上下方向に挿通され
るものの、本発明によると、コネクタ１０が挿通溝に対して幅方向に挿通されるものとし
てもよいし、前後方向に挿通されるものとしてもよいし、本体部１１の中心を上下方向に
通過する軸線回りに回動されるものとしてもよい。
【００４０】
　（３）本実施形態では規制位置にあるコネクタ１０が幅方向、前後方向、及び上下方向
のいずれの方向に対しても移動が規制されているものの、本発明によると、コネクタ１０
が上記いずれか一つの方向に対して移動が規制されるものとしてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本実施形態におけるコネクタが規制位置にある状態を示した正面図
【図２】そのコネクタが規制位置にある状態を示した一部切り欠き側断面図
【図３】そのコネクタが規制位置から許容位置に向かう途上を示した正面図
【図４】そのコネクタが規制位置から許容位置に向かう途上を示した一部切り欠き側断面
図
【図５】そのコネクタが許容位置にある状態を示した正面図
【図６】そのコネクタが許容位置にある状態を示した一部切り欠き側断面図
【図７】そのコネクタが許容位置において幅方向及び上下方向に傾いた状態を示した正面
図
【図８】そのコネクタが許容位置において前後方向及び上下方向に傾いた状態を示した一
部切り欠き側断面図
【図９】そのコネクタが規制位置にある状態において幅方向及び前後方向に移動が規制さ
れた状態を示した断面図
【図１０】そのコネクタが許容位置にある状態において幅方向及び前後方向に遊動可能に
支持されている状態を示した断面図
【図１１】そのコネクタが許容位置にある状態において幅方向及び前後方向に傾いた状態
を示した断面図
【符号の説明】
【００４２】
　１…電気部品
　１０…コネクタ
　１５…第１挿通溝
　１５Ａ…第１挿通溝の奥面（Ｘ方向規制壁）
　１５Ｂ…第１挿通溝の前面（Ｙ方向規制壁）
　１５Ｃ…第１挿通溝の後面（Ｙ方向規制壁）
　１６…第２挿通溝
　１６Ａ…第２挿通溝の奥面（Ｘ方向規制壁）
　１６Ｂ…第２挿通溝の前面（Ｙ方向規制壁）
　１６Ｃ…第２挿通溝の後面（Ｙ方向規制壁）
　１９…係止片（係止部）
　３０…ブラケット（支持部材）
　３３…取付片
　３３Ｅ…第１抜止孔（第１抜止部）
　３３Ｆ…第２抜止孔（第２抜止部）
　Ｒ…ケース（相手側部材）
　Ｒ２…取付孔（所定の装着箇所）
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